
■キット仕様■

   ハイブリットＩＣ、コイルを放熱器内に、内蔵したスイッチングレギュレータＫＩＣ－053 を

使用した可変電圧電源キットです。

★出力電圧可変範囲　ＤＣ４Ｖ～２１Ｖ（２４Ｖ入力の場合）

★入力電圧　　　　　ＤＣ 10～４０Ｖ（目的とする電圧より、＋３Ｖ以上必要、また出力電流   

を多く取る場合は、 目的とする電圧より、＋４Ｖ以上必要です。）

★出力電流　　　　　最大 3 Ａ（２４Ｖ入力、5 Ｖ出力の場合）

　　　　　　　　　　最大出力電流は、出力電圧が 5 Ｖより高い場合、おおむね出力電圧に

　　　　　　　　　　比例して小さくなります。

　　　　　　　　　　出力電圧が 5 Ｖより低い場合は、 最大出力電流は 3 Ａです。

●注意●　ＫＩＣ－  053      内のメインＦＥＴがショートモードで破損した場合は、入力電圧が  

　　　　　そのまま出力電圧に出る可能性がありますので、注意してください。

■部品表■

記号 品名 数 備考

Ｕ１ ＫＩＣ 053 １

Ｃ１，２

C ３，４

３３００ μ Ｆ５０Ｖ

０．１ μ Ｆ　５０Ｖ

2

２

電解コンデンサ１０００ μ Ｆ～３３００ μ Ｆの場合有

セラミックコンデンサ

Ｃ５，６ ２２０ μ Ｆ　２５Ｖ ２ 電解コンデンサ２２０ μ Ｆ～３３００ μ Ｆの場合有 

ＣＮ１，２ ２Ｐ端子台 ２

ＶＲ１（注）

ＶＲ１（注）

半固定抵抗 100KΩ １ 表示　１０４　　　　   ５０Ｋ Ω の場合あり

可変抵抗    100KΩ １ 表示　Ｂ１００Ｋ　　　５０Ｋ Ω の場合あり

専用基板 1

（注）　ＶＲ１は、用途により、取り付け方法を選んでください。

            詳しくは、■製作■をごらんください。

                                             －１－                                               

４Ｖ～21 Ｖ可変 出力電流最大 3 Ａ (5 Ｖ出力時）

スイッチング電源キット
ＫＩＣ－053 使用　高効率８１％



■製作■部品配置図にしたがい、背の低い部品から取り付けます。　

ＶＲ１は、用途により、次の３方法から選びます。

　　１、出力電圧を５Ｖ固定で使用する場合

　　　ＶＲ１には、何も取り付けません。ＫＩＣ－053 内部設定で 5 Ｖ固定出力になります。

　　２、可変出力電圧電源として、ＶＲ１を基板に取り付けて、使用する場合

　　　ＶＲ１は、可変抵抗１００Ｋの端子を、基板裏面に半田付けします。下図Ａ

　　３、出力電圧を 5 Ｖ以外の電圧に設定し、その後電圧可変をしないで使用する場合、

　　　ＶＲ１は、半固定抵抗１００Ｋの端子を、基板部品面に半田付けします。下図Ｂ

　　　半固定抵抗はあらかじめ、下図Ｂの様に足を曲げてから、取り付けてください。　

　　　　　　　図Ａ　　　             　　　　　　　　　　　　　図Ｂ　

　電解コンデンサＣ１，２，５，６は、極性がありますので、注意してください。

　電解コンデンサは、本体側面にー（マイナス）の帯印がある方がー（マイナス）です。　　

■部品配置図■

■製作時の注意■

　30 Ｗ以上のハンダごてを使用してハンダ付けしてください。　

本キットは出力の質を良くする為に銅箔の面積を大きく取っております。それによりハンダ付けの際に

熱が放散されやすくなっております。ハンダの形状が富士山形になるようにハンダ付けしてください。

★良い例 富士山の形　　　　　　　　　　　　　★悪い例　　　　　　おだんご状態

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－２－



■入力端子と出力端子■

　基板印刷のＣＮ１が入力端子、ＣＮ２が出力端子です。それぞれ基板に＋とーの印がありますので、

間違えない様に接続してください。

　ＣＮ１，２は、ネジをゆるめて線を差し込み、ネジを締める事で、固定されます。

■ＶＲ１について■

ＶＲ１を、右に回すと出力電圧が上り、左に回すと出力電圧が下ります。

ＶＲ１は、左いっぱいに回した状態で電源を入れ、徐々に右に回し、希望の電圧に設定して   ください。

半固定抵抗は、２５回まわして、０ Ω から最大 Ω まで変化します。０ Ω と最大 Ω の所はクリック音

がしますが、さらに回す事が出来ますので、クリック音の所以上に無理に回さないで下さい。　

　●注意●

出力側に電解コンデンサが付いています。そのため、出力電流が少ない時は、ＶＲ１をまわして電圧を

下げても、コンデンサに電荷が残っている為、電圧が非常にゆっくり下がりますので、注意してくださ

い。

■回路図■

　　　　　　　　　　　　　　　－３－



■部品資料■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－４－


